
様式6

通学状況調書（自家用車利用者用） 記入例（自家用車利用者・スクールバス利用者）

令和７年４月○日より

児 童 ･ 生 徒 氏 名

現 住 所 　　　三島市○○１１１１

通勤手当支給　有　・　無　

帰　　　 通勤手当支給　有　・　無　

勤務曜日

１　通学方法

　曜 日 方法

登校時

昨年度からの
変更

新入生又は
変更した場合

に記入

付添いのため
1日学校に

いる／いない
※学校使用欄

行1　月・火・木・金 自家用車     自宅　　～ 三島（佐野美術館）バス停
学校

有 ・ 無
　．　 ㎞

いる／いない

行2　　　　水 自家用車     自宅　　～ 三島（佐野美術館）バス停
学校

有 ・ 無
　　．　 ㎞

いる／いない

学校行事等
（運動会・学習発表

会）

自家用車     自宅　　～ 三島（佐野美術館）バス停
学校

有 ・ 無 　１２．５  ㎞ いる／いない

下校時 ※学校使用欄

帰1　月・水・金 自家用車 三島（佐野美術館）バス停
学校 ～　　自宅 有 ・ 無 　　．　 ㎞

帰2　火・木 自家用車 三島（佐野美術館）バス停
学校 ～　　自宅 有 ・ 無 ４．１  ㎞

帰3 自家用車 　　　　　　　　  バス停
学校 ～　　自宅 有 ・ 無 　　．　 ㎞

学校行事等
（運動会・学習発表

会）

自家用車 学校 ～　　自宅 有 ・ 無 　１２．５  ㎞

　　．　 ㎞

２　放課後支援サービス等の利用状況

① →「無」の場合②③記入不要です。

② →「無」の場合③記入不要です。

③

３その他

特記事項

放デイ不定期

　放デイ等送迎サービス利用曜日
（②「有」の場合）

月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

※裏面「最短経路図」も記入

　放デイ等利用の有無 有 ・ 無

　放デイ等送迎サービス利用の有無
（①「有」の場合)

有 ・ 無

スクールバ
ス

運休日
自家用車 自宅　　～　　学校 有 ・ 無

※バス停、学校いずれかに○　バス停の場合は送迎場所を
記入する 　勤務先⇒送迎場所⇒自宅が該当

　日・月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金・土・シフト制　　　※シフト制等に〇をつけた場合は毎月「自家用車送迎回数確認表」を必ず提出。

※通勤途上に該当、又は通勤手当支給有の場合は、別紙最短経路図の自宅、勤務先及び送迎場所の位置関係と距離も必ず御記入下さい。

※自宅⇔学校の自家
用車送迎者のみ記入

付添人の職業が有の場合
認定片道距離

学校(送迎場所)までの経路 片道の距離 送迎経路について

※バス停、学校いずれかに○　バス停の場合は送迎場所を
記入する 　自宅⇒送迎場所⇒勤務先が該当

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

付添人の職
業が有の場
合

勤務先及
び所在地

行　株式会社○○　清水町○×１２３ 勤務時間　９　:００　 ～１８ :００

勤務時間　　　　　　　 ～

小学部
中学部　 1学年
高等部

静　岡　太　郎 保護者氏名 　　静　岡　一　郎

付添人氏
名

行　　静岡　一郎
児童生徒との続柄

行　　　父
職業の有無

行　　　　　　有　  ･ 　無

帰　　静岡　花代 帰　　　母 帰　　　　　　有 　 ･　 無

・年度途中に通学状況に変更が生じた場合、必ず申し出るようにしてください。（転居・付添い人の就職等）

・スクールバスのバス停は、バス乗車が許可されてから、記入してください。

・放デイ等の利用があるが、利用曜日が確定していない場合は、特記事項欄に「放デイ不定期」と記入ください。

必ず記入

バス停は、バス乗車が許可されてから記入

裏面「最短経路図」の「通勤途上の
送迎の場合」欄にも記入

新入生、通学方法・経

路を変更した場合のみ

片道の距離を記入して

下さい。

※小数第一位まで計測

してください。

裏面の「最短経路図」

「通勤手当の支給」は、自宅から職場までの通勤手当が支給されていることを

いいます。

※通勤手当が支給されていない場合は、職場から通勤手当非支給証明書を取得

する必要があります（該当する御家庭には、証明書様式を後日配布します）。

●②は放課後等デイサービス等を利用している場合に

記入。

※放デイの送迎サービスを利用している場合、

③の利用曜日を忘れずに記入してください。

勤務の該当曜日に〇。

シフト制等により勤務

曜日が不定期な場合は、

シフト制に〇。

放デイの利用曜日が決まっていない場合は、２③のの曜日には〇を付けずに、

「放デイ不定期」と記入。この場合は毎月「自家用車送迎回数確認表」を必ず提出。

19



様式6

通学状況調書（自家用車利用者用） 記入例（自家用車利用者及び医療的ケア該当者）

令和７年４月○日より

児童･生徒氏名

現 住 所 　　　三島市○○１１１１

行　株式会社○○　清水町○×１２３ 通勤手当支給　有　・　無　

帰　　　 通勤手当支給　有　・　無　

勤務曜日

　曜 日 方法

登校時

昨年度からの
変更

新入生又は変
更した場合に

記入

付添いのため1日
学校に

いる／いない
※学校使用欄

行1　月～金 自家用車     自宅　　～ 学校 有 ・ 無
　．　 ㎞

いる／いない

行2　　　　 自家用車 有 ・ 無

　　．　 ㎞

いる／いない

学校行事等
（運動会・学習発表会）

自家用車     自宅　　～ 学校 有 ・ 無 　１２．５  ㎞ いる／いない

下校時 ※送迎場所を記入する ※学校使用欄

帰1　月～金 自家用車 学校 ～　　自宅 有 ・ 無 　　．　 ㎞

帰2 自家用車 ～　 有 ・ 無 　　．　 ㎞

帰3 自家用車 ～　　 有 ・ 無 　　．　 ㎞

学校行事等
（運動会・学習発表会）

自家用車 ～　　自宅 有 ・ 無 　　．　 ㎞

２　放課後支援サービス等の利用状況

① →「無」の場合②③記入不要です。

② →「無」の場合③記入不要です。

③

特記事項

医療的ケアのため付添解除日まで学校待機

５月○○日より待機解除

　放デイ等送迎サービス利用曜日
（②「有」の場合）

月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金

３　その他

通勤途上に該当　・　非該当

※裏面「最短経路図」も記入

　放デイ等利用の有無 有 ・ 無

　放デイ等送迎サービス利用の有無
（①「有」の場合)

有 ・ 無

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

スクールバス
運休日

自家用車 自宅　　～　　学校 有 ・ 無 　　．　 ㎞

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

通勤途上に該当　・　非該当

付添人の職業
が有の場合

勤務先及
び所在地

勤務時間　９　:００　 ～１８ :００

勤務時間　　　　　　　 ～

　勤務先⇒送迎場所⇒自宅が該当

　日・月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金・土・シフト制　※シフト制に〇をつけた場合は毎月「自家用車送迎回数確認表」を必ず提出。

※通勤途上に該当、又は通勤手当支給有の場合は、別紙最短経路図の自宅、勤務先及び送迎場所の位置関係と距離も必ず御記入下さい。

１ 通学方法 自宅⇔学校の自家用
車送迎者のみ記入

付添人の職業が有の場合
認定片道距離

学校(送迎場所)までの経路 片道の距離 送迎経路について

※送迎場所を記入する 自宅⇒送迎場所⇒勤務先が該当

小学部
中学部　  1学年
高等部

静　岡　太　郎 保護者氏名 　　静　岡　一　郎

付添人氏名
行　　静岡　一郎 児童生徒との続

柄

行　　　父
職業の有無

行　　　　　　有　  ･ 　無

帰　　静岡　花代 帰　　　母 帰　　　　　　有 　 ･　 無

該当するものに○

をつけてください。

変更したら事務室に申し出い

ただき、記入してください。

「通勤手当の支給」は、自宅から職場までの通勤手当が支給されていることをいいます。

※通勤手当が支給されていない場合は、職場から通勤手当非支給証明書を取得する必要があ

ります（該当する御家庭には、証明書様式を後日配布します）。

裏面「最短経路図」の「通勤途上の送
迎の場合」欄にも記入して下さい。

新入生、通学方法・経路

を変更した場合のみ片道

の距離を記入して下さい。

※小数第一位まで計測し

てください。

裏面の「最短経路図」も

記入して下さい。

・年度途中に通学状況に変更が生じた場合、必ず申し出るようにしてください。（転居・付添い人の就職等）

・スクールバスのバス停は、バス乗車が許可されてから、記入してください。

・放デイ等の利用があるが、利用曜日が確定していない場合は、特記事項欄に「放デイ不定期」と記入ください。

●②は放課後等デイサービス等を利用している場合に記

入。

※放デイの送迎サービスを利用している場合、

③の利用曜日を忘れずに記入してください。

勤務の該当曜日に〇。

シフト制等により勤務

曜日が不定期な場合は、
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様式6

通学状況調書（徒歩・交通機関利用者用）

令和７年４月○日より

児童･生徒氏名 保護者氏名

現 住 所 　　伊豆市△△３２１

身 障 手 帳 有　　・　　無 Ｈ　２３年　５　月　１０日 発行

療 育 手 帳 有　　・　　無 年　　　月　　　日 発行

行 通勤手当支給　有　・　無　

帰 通勤手当支給　有　・　無　

片道の距離

　自宅⇔送迎場所⇔勤務先が該当

    自宅　　～ 農協センター

　　．　　 ㎞

特記事項

※年度途中に通学状況に変更が生じた場合必ず申し出るようにしてください。
　（転居・付添い人の就職等）

4 ～

　料金の確認のため、定期券(又は回数券)を購入のつど、事務室でコピーをとらせてくだ
さい。(本人・付添人とも）

1　　　　　東海ﾊﾞｽ 農協センター　　～　　　　修善寺駅

2　　　伊豆箱根鉄道電車 修善寺駅　　　～　　　　韮山駅

3 ～

徒歩・自家用車の別を記入

徒　歩　　 通勤途上に該当　・　非該当

交通機関名 交通機関利用区間

付添人の職業
が有の場合

勤務先及
び所在地

勤務時間　　　　:　　　 ～　　　 :

勤務時間　　　　:　　　 ～　　　 :

通学方法 付添人の職業が有の場合
学校記入欄

方法 最寄の駅・ﾊﾞｽ停等までの経路 送迎経路について

行　　　　　　有  ･ 無

帰 帰 帰　　　　　　有  ･ 無

記入例

小学部
中学部　  1学年
高等部

河津　　さくら　 　　河津　ひろし

手帳の有無
　　　　１　　種　　　　３　級

Ａ　　　・　　　Ｂ

付添人氏名
行　　河津　さとみ

児童生徒との続柄

行　　　母
職業の有無

交通機関の割引情報を参考に、最も経済
的な乗車券を購入してください。

本人及び付添人の定期券・回数券のコ
ピーの提出が必要です。
購入のたび、事務室にお寄り下さい。

自宅から学校又はスクールバスバス停まで
徒歩もしくは公共交通機関による通学をされる方は、この面に記入してください。

※小学部４学年以上で自力通学ができる児童・生徒には付添人が認められません。
最寄駅等まで自家用車送迎の場合には、この区間のみ支給対象とはなりません。
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記入例

通勤途中の送迎で通勤手当の支給がある場合

　(1) 　(2)

. ㎞ . ㎞ . ㎞ . ㎞

　　　　．　　㎞

　(3) 25.7 ㎞ 　(4) その他（下に記入）

12 .5 ㎞ 学 校 10 .3 ㎞
（ｽｸｰﾙﾊﾞｽ停）

学

校

記

入

欄

（ｽｸｰﾙﾊﾞｽ停）

学校

（ｽｸｰﾙﾊﾞｽ停）

自 宅 勤務先

自宅から学校又は、スクールバス停等の送迎場所までの最短経路図

自宅付近の目標物、最寄りのバス停等の名称、付添人の勤務先を必ず記入。経路は赤線で記入

※ここに記入しないで、地図をA4サイズでコピーしたものに経路を赤線で記入して添付してもかまいません。

自宅、勤務先及び学校又はスクールバス停の位置関係と距離

（該当する番号に○印を付け、距離（小数点以下第一位まで）を記入）

自 宅 勤務先 学 校 自 宅 勤務先

目印・経路・勤務先等を忘れずに！！

（経路は赤で）

通勤手当支給経路と通学経路が同経路の場合

距離は、正確に小数第一位まで計測してください。

上記の最短経路図に勤務先の場所・経路も忘れずに記入してください。

通学のため迂回し、実際通勤していない経路

に通勤手当が支給されている場合
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